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小坂奇石書芸の一考察
一膜山館収蔵作に関する考察ーその 1
A Study of Kiseki KOSAKA's Calligraphic Products 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































17.王維詩句 1972年(昭和47年71歳)日展の作。 67x 100 cmの横額に各行三字、四行目のみ
一字、その下に王網川燕子禽詩句奇石書と剛毒筆で行書体の深味と力量溢れる作。(写真14)
18.蘭亭集序 1973年(昭和48年72歳の作。 34x 203 cm額装o 本文38行落款2行。更にその左
下に奇石光を署名。一行に1，.12字の行草体。行間は通っているが、適度の行のうねりの交応
と変化が見る人を楽しませる。)(写真15)
19. 陸湘客 酔古堂剣掃中語 1976年(昭和51年75歳)半切に二行書き 4幅の四曲扉風半双口
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大胆な筆致。や冶強引な程筆力と渇筆から少し荒々しさを覚える程である。






2.鷲王喫乳 1980年(昭和5年79歳)の作。 38x 146 cmの横額に右から54字迫力と気迫のこ
もった雄姿な作。














26.神爽 1981年(昭和56年80歳)作。 70x 140 cm全紙横に二字o 70歳代の奇石書芸の大胆で
筆圧のきいた気宇雄大な作風と共通する作。気迫の横溢と細部にこだわらない雰囲気と線質か
らくる温かさと韻がすばらしい。(写真20)
















































45. 山部赤人の歌 1989年(平成元年88歳)の作。 52x 32 cm万葉仮名作品D 奇石書芸の虚心平
淡への移行を感じさせる。単体で余りくずさず平生心で書かれたD 柔らかさと筆致の妙が鑑る
者に静かな韻を覚えさせる。(写真26)




48.飯田蛇努の句 1989年(平成元年88歳)の作。 52x 32 cmの紙に飾りや余分なものをすべて
取り除いた簡素化の美がある口墨つけから墨継ぎまでの墨色の変化が見事である。温かい線質
の調和体作品。(写真27)
49.七言二句 1989年(平成元年88歳)の作。 69x 72cm筆圧のきいた線温かさがあり黒と力強
さを感じる。三行行草体で中央に集まり、最後に黙語子光を三行の下に接するよう落款。
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